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治
タイプライタ
親権者変更

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　裕子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方及び未成年者の戸籍謄本１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　裕子

治
タイプライタ
タナカ　ユウコ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　太郎

治
タイプライタ
ヤマダ　タロウ

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
公務員

治
タイプライタ
相

手

方
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治
タイプライタ
未成年者の親権者を相手方から申立人に変更するとの調停を求める。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日婚姻したが、相手方の女性
関係から不和となり、相手方は申立人に暴力を振るようになったため、平成
＊＊年＊＊月＊＊日協議離婚をした。その際、相手方は、未成年者の親権者
を相手方にしないと離婚に応じないと強く主張したため、やむを得ず、未成
年者の親権者を相手方と定めた。
２　相手方は、未成年者を育てることができず、平成＊＊年＊＊月＊＊日か
ら、未成年者は、申立人とともに生活し、申立人が養育して現在に至ってい
る。
３　申立人は今後も未成年者を養育していくため、本申立をする。




